コロナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 
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警告 (WARNING) 


ガソリン巧祭 

巧ソリンなど揉発なの冒い巧は、おなじを巧しない 
でくドか/、 

乂災の原因になります。 


巧類の乾臟禁 

巧類などの乾煩には语巧しないでください。 
巧類び落下しで义がつき、火がの原迈に 
なります。 


温風吹出□をふさびない 

巧類、おなどで温風吹お□や空気取入 □ 
をふさびないでください。 ヴ 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因に 
なりまず。 < 


スプレー宙巧禁 

スプレー击や力たットこんろ用ボン^ 
ベなどを、湿風のあたるところに放 -T 
里しないでください。 S 

熟であの圧力び上びり、爆凳しで危険です。 

定期点検の実施 

定蘭的 （2 巧に1回程度）（こな検-塞備 
を登けでください。 

な横を受けすに長期間使巧し続けると、 

巧唐や事巧の原因になり盾検です。点検. 

整おはお夏い巧めの販壳店や資格着のし、 

る店にの療しでください。 
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給排気商がれを険 

拾排気茵（普、ホース）び列れたまま梗巧 
しないでください。 

かれていると運転中にが对スび室のにも 
れで、盾倭です。 


給島该 C 筒トップ巧そぐち巧 

おが気茵トツプの商りび雪でふさびれた 
ままで懂巧しないでください。ふさびれ 
でいるとぎは、除雪しでくだちい。 

また、巧などによる「雪画い J はおが気 
げになるのでおやめください。 

閱そくしでいると運起中にが刀スが室内 
にちれで、危巧です。 


給 Sf 気筒トップには盛货などは付けない 

給が気筒トップじは、虫よけのためのを @1^ 
網などははけないでください。 口 r 

お排気の脚ブじなり、き常燃焼を起こし — ~ぶ 
巧ガスび室內じ漏れる可能性びあり危険-ホ 






ご自身での据え付け-移設工事の巧禁 

お客さまご自身による工事は危巧です。 ；■ 
据え巧け工事は販売店や專巧業者じご 
巧頼ください。 

。卜ーブを移齡せる巧含ち同じです。） 




ま意に AUTION) 


カーテン. 可燃核!近接禁止 

力ーテンや燃えやすいものを巧ブけない 
でくださし、。 

火災び発をするおそれがあります。 

巧燃物との 度 隔お雜についでは標華おえ 
巧け例 （14 ページ）を参照しでくださし、。 



この取扱説明垂および製品への表示では、製湿を安をに 
への損害を末なじ防止するために、いろいろなお表を3 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


特にま意してただまたいこ 
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給油時消火 mji 

給油は、必す消乂しでからおこなつ 
义がのおそれびあります。 iLJi 


温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症がになるおそれか‘あります。 

分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないで<ださし、。 

不完をな修理は、危険です。 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください 。I 
磯器の故障ややけどのおそれがあります。 

機器の上【こ巧びんや化を入れたちのなどを屋かないでください。 
水か力力、ると漏電やな障のおそれびありまず。 


店驟養;)^^ 

iO 
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0 
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改造使用の禁止 

な造しで使巧しないでください。また、ストーブや I \) 

おが気筒には床暖房巧の熱交換器などを取りはけな 

いでください。义災やがガスが室内にちれる原因となり危巧です。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせた 
りしないでください。また、電源プラグを巧く 
とぎは、コードを持つで到き巧かないでください。 
乂がや感電の原西になります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに根巧まで溶実に善し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるん 
だコンたントはを巧しないでください。 ； 

义がの原因になります。 

めれた寺での巧ぎ善しはしないでください。 

感巧の原因じなります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときまたは保管するとぎは、必す 
電源プラグをコンたントから巧いでください。 

火のや予想しない事故の原因じなりまず。 

指や棒を入れないで 

温風断出□や空気取入□などに指や異物を九れない 
でください。ケガや义がの原因になります。 


使用する場所 


高温部接魄禁止 

燃お中や消火直後は、温風の出□や給排気筒、給が t 夕^ 
気筒トップなど喜温部に寺などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 


やかんのだ禁止 にげ 

やかんなどをのせないでください。 ^ 嵌 L 

振動や接雜によつでやかんの熱湯びこぼれ、 

やけどのおそれびあります。_輕3た巧 P 

電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源乃ヴをおき、ほこり； S びま卿を H 
除ましでください。 ス y 

ほこりたでこまると湿気などで絶縁不良じなり义がの原因じなり 



好油の保管 

I なミをは、义気、雨水、ごみ、高おおよび直射日巧を 
避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使吊ずると異萬燃焼や火災のおそれびあります。 

変質打油禁止 

変質な油、不納な巧（涅れたな巧、水の混じっでい 
るな巧など〉を使巧しないでくださし、。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 
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ネリめてお使いになるときの注意 

のめてお使いになるときは猶難などげ)^きなく M 
まで煙と莫いが出ます。しばらくの間、窓をあけでス y 
部屋の換気をおこなつでくださし、。 

また、か扁やか動物などじお醬する巧をびちえられますので、 
この聞はが屋に入れないでください。 


給排気筒が近の巧燃物近接禁止 

おが気茵トップのおくに、なミおや可燃 
物など弓 I 火のおそれのあるちのを置か 
ないで < ださし、。 

乂がのおそれびあります。 . 




油漏れ確認 

ミ由タンク‘ zr ム製送ミ由管-接を部およ 
びお器などからの巧ミ由漏れびないこと 
を確認の上ご懂巧くださし、。 

なおび漏れでいると义巧のおそれびあ 
ります。 


rill れを''! 




ストーブをままに使巧するためには、巧巧の落定び大のです。 

安全に使用するために 効果的に使用ずるために 


フントルピースなどには据え巧けないでください。 



0 


標高び1000 m を超える畐地では使巧しないでください。 

く空気の覆度が薄いため、燃焼に拟要な空気び不定します。〉 


'ノ矿り 


•冷気の入ってくる方向、例えば窓測な 
どじ置くと、冷気びストーブで暖めら 
れで巧流しますので、効果的です。 

j HJiH 縦 ii 罪 Spfi S - 

; も!^疫をず铜齡ち雑教が托 


»部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/むか‘けましよラ。 
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表示部の名妳と働き 


mn £： nM ] 


I タイ7—羅拓中は巧な 
{がします。 


ザ が i iMPI W yM 'TO が !* 

| Lj 缸ぉを測巧 


I タイマー亡ット時刻を 
さわせるとさに[■タイ 
マー含せ J 巧示すると 
なな(接〉します。 




I なーブ遅をむはな巧 (») し、 R 巧ずると巧な 
しまず， 

I ま巧没定を10で0=な投ま)にすると自動的に 
じーフ適おにな0ななします， 


StilillSEISI 


•な义•巧火ずるときに巧しまず，；1 
巧す（— ） と!！坛ランス航びな口し 、 i 
な义拉巧に入りまず。 

をラー度巧ず （ 里）とち拓ランプびおな 
し巧义しまず， 


巧定為屋 


ぎの斑度，、违を； 


‘みイ 7- 
’巧計'をじ 
I トロ-ミ7 
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•な S 

ぶ 

• 通度ミの 

左巧：茜:定ぷ度ま巧 （10 で、15で〜29で） 
ちか：きの法度あ示 （0 で〜46で） 

• ま B 义。 巧 お時は 設就ちま 巧 巧巧な 

MM anu 

8：30 

•現巧時刻、時刻含せ表示 
時かさせランフ為口：現を時刻 
時がさせランプ点口：持窃1させ 
(巧) 午前8時30好に時刻を t ツト 



Hess ■巧 ■■ 


タイマー持刻、タイマーさせ表示 
タイマーランフ点巧：タイマー時刻 
タイマーさせランプホ巧：タイマーさせ 
(巧)午前6時30おにタイマー時気)巧忆ッ 


■お号表示(モニターサイン） 

(切） f 3 表示:巧!!白画ち义爱漏の作曲 


のめで«巧プラグを〕ンじント I 
HI 含や# B を再さ電されたとき。 


時 St さねせをしでいないときに表示されます。 


Li 表示：チャイルド□ックの忆ット巧示 
通坛ボタンを巧しでちな义しません。 

(こし 表示点巧） 


I ま示なし 

S 摄ブラグびコン它ントにちしこまれでない。 
安をサーモスタツトの巧動直を。 
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才ープンポケット内操作部の名称と働き 


巧 《巧の接感篆 哉 

1 

回巧すごとにデジ: 
建を民：湿屋表示 

?ル表示びのりかわりまず。 

停止時：現在巧巧表示 

■^1 時計させ表示 l -^ l タイ7-させ表示1、 

タイ7—民：タイ7-時効を示 

\ 

■ 


南れ/タイマー含せ II 装裴 


•現な時刻とタイマー時刻を 
ちねせるとぎに巧します。 
時……時をは 
巧……巧させ 



>誤って Ig 坛 I スイ ‘ ンチを巧 
しでち点义しないよラにし 
たいときじ使用します， 

偉止かに 3 おむ内に 3 回巧 
すと它ジトされます， 


タイ 7 —運巧するときに巧 
します。 


巧む ーブ遅がぶ夕試^ 

• 1 ◎ 巧ずと它ーブ運を’再 
度巧すと、むーブを拓は巧 
巧されます。 


:义力 H がつまみ 

• 火で調節つまみを「微か」からは」の 
閣で動かし义でをリニアに寺動調節 
します。 

• 义で調節つまみを f き動 J じ含わせる 
とルームサーモによる自動運転(温度 
設定ボタンで至痛を設定 ) びできます， 


im 觀 ;1 


’ 义で葡がつまみを (■ 自動]じ含わせで 
g 動運をにしたとぎの乾を湿度を変 
えるとき ( こがしまず， 

富め……乾定湿度を上げる 
ほめ …… 設を涵度を下[了る 


国使用前の準備 


燃料 

燃料は化すな;巧 （ J 旧1号な巧）を使巧しでくださし、。 


( J ) 


•压 If 告1方ソリンなど巧発なの音い’巧は、义 
巧の原因にな0ますので巧巧に巧巧しないで 
ください。 

•1^ ま萬]巧貿巧‘逆、巧れたな油、かのおじつ 
でいるな巧などは、巧巧に巧巧しないでください。 

を急]巧’巧は、必ず义巧、雨水、ごみ、富•遍及び直が 
曰化を港けたち巧に巧芭しでください。 

給油 

■給油の際のま順と;ま意 



• 送油バルフを閉じで給油□ぶぶ： 
をはすし市販の給ミ由器員で巧巧 
を給;'由しでください。 

油屋計のかが「満 J をさしたら 
浴油をやめで < ださい。 

•おな□ふたを必すちとどおりに 
締めでください。 

• 給巧の隙に、水、ごみなどを入れ 
ないよラ特にを意しでください。 


■給油□ぶたは、確実に締めでください。 
■こぼれた灯油はよくふきとつでください。 
■燃料のれのを意と空気巧さの巧を 


巧タンクを空にしないよラにま意しで<ださい。 

■ '庙タンクをいったん空にしますと、を油経路内に空気びたま 
り、正萬に送ミ由びできなくなることびあります。このよラな 
場含には次の順居でを気巧さをしでください。 



1.油タンクにおなします。 

2•ストーブの If ム营□から 、コム 
製送油營をはすします。 

3. IT ム製送な管から巧び連続しで 
流れ出ることをおかめでから If 
ム製送油营をちとどお0ストー 
ブじ取り巧けます。 


(ミおびこぼれないように容器を用意しでください。） 


点义前の準備と確認 

■巧を装垣のじット、取扱上のま意 

定'巧面器のたット 

♦初めで度巧するときや、シーブン初めじは、ストーブち側面 
の丸巧の中に指を入れ、定油面器リ它ットボタン(巧毎)を居 
く巧し下げでください。 



難 !^^ 勇 1 剛歷 

liBU 


■送巧経路の巧ちれの確認 

•巧タンクや送油富のお台部などから'庙もれびないかどラか確 
認しでください。 


■巧 気配線の確認 

*1^ 注意]覃おプラヴをコンたントじ巧の根元までお実 
に差しこんでください。 

♦ 畢源コードが給が気筒などの高温部にふれるおそれのないこ 
とを確認しでください。 


馨缉鑛駿 I 難瞬ご. 

心圭 9 糾-心’'’™ Hi 髓 ii 














































B を SS 呈巧巧 S 

語台 


使用方法(使い方) 

I の解除 


I スイツチを押して r ス J 



連輯ランプび馬巧し、自動的になのよラに達巧(ずお燃耗 • 
本燃 ㈱ します。 

( 火力蘭節「ま動 j (微か〜大) の場台は設定温度の表示は1 
I ありません。 


通 aeiB 巧 


硬 


設定温度の変きは燃焼中(デジタル表示び温度表示中）におこなってください。 

I 通度巧定 1 ポタンの「富め J を巧すたびに1で上昇します。（上お29で） 

「ほめ j を巧ずたびに15でまでは1ですつ下びり、 15’ C からはいきなり10で （ F 点設風 
となります。 

10で18淀の場含はじーブランプび点灯し、 t — ブ運乾となります。 

(設定室湿を15で]^上に上げるとじーブランブび消え、自動のに輯除されます。） 


才ーフンポケット巧の力 a 節 I つまみを（■自動]じちわせると、ルームサーモによる白動運乾となり、設定温度に自動 
調節されます。 

表示部に設定温度に4で)び表示されますので設定温度を変える場さは巧のよラに調節しでください。 


室温の調節（自動調節) 


»テ《な巧を巧 2. 5巧巧、义力は巧乂たにな0ます • 


争芭をる S と巧匯のが 
巧じ巧じた火力じな 


百国スイツ巧#す 


スイツチを巧して FAJ にしてくださし、。 


通坛入/巧 



運転ランプびなの•し、表示却 
の設定温度き巧た*消是、予傳 
燃焼がお3すると約 2. 5分齒 
义力は中义でになり、その答 
は r 火力田 がつまみの設定火 
力で燃焼します。 


オープンポケット巧の回;力調節 I つまみを r 微か J 
とけ: J の«のごを望の位 B に合わせてくだをい。 



[火力み机つまみの設定 
义力で燃焼します。 


回ジ551因つまみぞ「自動 J に合わせてください。 
國 I * み，沪 H • •大 1 



設定湿度と部匡のが況に 
脑じた乂力で燃焼します。 


才ープンポケット巧の i 义力調節 I つまみで「自君)運輯」と「手動運転 j び設定できます。ご希望の運転ちをでご使巧ください。 

■义力巧節 f 白 II 适転」の場合 ■乂力調節 r 寺動ちお J のな合 


y 点义操巧をおこなつてくださし、0 


才ープンボケット内の i チャイルド□ック]ポタンを诚な巧に3回 
押してぐださい。 

I チャイルド D ック i デジタル表示が巧のよラに変わります。 


デジタ J レ表示 


デジタル表示 


-'LL 


0 
0 0 0 0 




































[ IM ] スイッチを巧して「切」にしてください。 

な拓入/防 -運^ランプはミ肖なしまずび 、 t な'焼胃び;ち乱)す 

るまで燃焼巧-巧流巧送風概は、運極を継続 

も ♦燃焼室び冷却すると燃焼巧-対流吊送風磯び 
\ 自動のに停止し、同時にデジタル表示が温度 

表示から揖巧時刻表示じな!りかわります。 


.fj A ミち意 I 邀圉段！:家憂祕遊摄時お燃® 
'! »職费菊嫌 おがが 欄 

おプラグをコンたントからないでくださし、。 

wfiriiigSIIP 離 i 懸溜 機謹 M。; ; 

鑛^苗蘭錫嚇す簽ま巧讀據辦 
r 邊锁择 I じ巧 < 綻化法か僞器溃だ、;.滿話巧巧 
:猜が《お a むおをち片巧の編ま慶がお累もま巧。;' 


消乂後、再点火ずるときの注意 

•燃焼中に[^1スイツチを押しでけ扣にすると、再点乂安ま装置の風きで、ス I ''ーブび;ちがされるまでの約2分間は 
再点火できません。 

ただし瞬間的な消火操作(約1妙が巧)の場含は、そのまま搬焼び継続されます。 

•惇電時には、必す I 運拓1スイッチを「の J にしでください。 


現在時刻の調節方法 


Mm ： 




铅觸 


オープンポケット内の度示の換 I ポタンを 
1回巧して C 時計合せ）にしてください。 


時計/タイマー合せ]ボタンを巧して、現在時刻を合わだ 
てぐださい。 





ンをはなすと時計び動き始 


めます。 

5视勸こデジタル表示は、 


ストーブが厚止時には現枉 
時刻表示、運捉時には温度 


表示にちどります。 




































タイマーの使用方法 


■タイマー時刻ちせ 


オープンポケツト巧の I 巧巧の巧]ボタンを 
2回巧して〔タイマー合せ〕にしてください。 


時れ/タイマーをせ I ボタンを巧して、タイマー点乂時刻 
ををわせてください。 r 分 J は5分ごとに巧きまず。 


タイ 7— 
BW させ 
•タパ•巧 


B 定 as 選 ■ 


午前 

午後 




タイ7—させ 
ランプがな灯 
します。 


タィマー 
けイトが 


♦午 n 


13を通 S ■巧 a 度 

B ： IS 



I 時れ/タイマーさせ I ボタ 

ンをはなしでから己秒をに 
デジタル表示は、ストーブ 
ヴ停止時には現な時刻表示、 
通居時には湿度表示じちど 
ります。 


■タイ7—适巧方法 


オープンポケット巧のタイマーじット 
ポタンを巧してください。 



デジタル表示に夕 
イマー点乂時刻び 
表示されます。 


追なずるとをの 
ごを望の乂力に 
をわせてくださ 
い。 


[運お I スイツチを巧して r 入 J にして 
<ださい。 


>通巧入/の 



タイ7-ランプ 
が点巧し、タイ 
マー通乾に入り 
ます。 


鶴 辦謂一 


■タイマー遅巧の巧な 


タイマーたツト j ボタンを巧しまず。 



タイ7—表示ランプび消のし、 
時刻表示に現な時刻が表示さ 
れ、タイマー運乾びおなされ 
ます。 


I 建転 I スイッチを押して r 切 J にしてください。 

ザ 赞淮賴 i : に U £ t 、 と 

gffig 巧をずるみさなをブ ggh イ 

斟巧げ跨く殺い> .'一 



が那た 
を f し 


■タイ7—時刻-現在時刻の宿留 



チャイルド□ック 


おろ様などによるいたすら操作の防止や、誤つで!遅巧1スイッチを巧しでち点义しないよラにしたいときじ使巧しでぐお 
さい。 1 


巧止中にオープンポケット巧のチャイルド□ツクポタンを3巧な巧に3居牌してくだをい。 



チヤイルド□ツクぴたツトされ、デジタル表示が回となります。 

'.等常奪離^^嫌 


• •>•»•、 'f- 

• • 一* •—**.<>? 


チヤイルド□ックの解敵ま、巧度 げヤイルド□ッタ ポタンを3秒のに3回巧し r < ださい。 
〔逢続しで巧しつブけると、現を時刻表示と [ ni き示を装り返します。〕 












モニター サインについて 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル内容びデジタル表示部に記号表示(モニターサイン)されます。 

この場合記号表示の内容を、ストーブち側面に巧励されたモニターサインー覧表、または11〜12ぺージ「故障•異常の見 
分けちと姐置ち法」をご覧のラえ、必雲な処置をしで<ださい。 


〈モニターサインー宾表〉 


11.111 .1.1 化'" TT '11. 仰阿 ||| rriiii|||.iinp 



Mjj お 7巧-: 化】 r - 細" afctfci お 




i ™«— 


就辟骑苗^ 

不着 火 


ポット予熱不足 

禪理卓: 

巧 震 作動 


ポット温度ほ下 

|1^ぶ'^^ 

が気管祐け検班柜動 


ポット異常過執 


ルームサーモ叛錶 


不 消火 

(消义時間び長い） 

1* 一♦が？ザ 广 tTTTTi 佈 

疑似 乂巧 



fe ちミ ip 軍^!寒ま 尝爲 美旁丢拿も勇 IM S 
ち占ちちちぉちま重ち美丢 h 妻美 M 妻哇まイ養 

冨板 不良 



[Hi ち圭当巧而叫ホ H 削！！ 

停電-巧をサーモ作動 

電源プラグ差しこみ時 




使巧上の注意 


本書の「特にま意しでいただきたいこと(安全のために必すお守りください)」の他(こ、巧の頃目についでち;主意しでくだ 
さい。 

•上面ガードは、地震などにより可燃物が落下したときなどに义災をお止するためのちのです。やむをえす取りはすした 
揚含は、必すちとのが態に巧り付けでおいでください。 

•クリーニンヴ店、美容院などの化等襄品を懐ラところや温室、歸育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 
•雷が発をしたとき、雷(誘導雷）により一時のな過輩圧びかかつでち、過電圧防止装置び機器を保護するしくみになつで 
いますび.大きな雷(直撃雷など)の揚合は、電号部記を漬篇する恐れがありますので、電源プラクをコンたントから疏 
いでください。 


安き装置 


このス I ブには;夕のよラな安を装置びついでいます。 

すぺでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


強い地震や衝撃を受けた 
とぎ 


♦点义=スをしたとぎ 
■透か失义をしたとき 
♦巧び異常じかさいとぎ 



.美事毛I去3 3ち，< 4ミままミ/- 
i ち美•ミ妻参丢寿 i ; 3 i 3 ■ > •. 
I 軍美を黃まミ善 I 一 -•す-3 4 * * . 


処置巧ま 


•ス1■'ーブの周のに異萬がないか確認し、点 
モニターサイン〇表/示 义操作をしでください。 

自動のにお乂 （巧震白動消义装置は作動後白動的に t ツ 

卜されます。） 


* 惇電したとぎ 

•電源プラヴが抜けたとぎ 

•巧流つアンガードやスト 
—ブの前面がふさびった 
とぎ 

*ス1ブの前面に障害物 
などがあるとさ 
♦巧流用送風俄が□ック し 


モニター サイン〇表示 
または医过表示 
自動のに消火 


白動のに消义 
适電をモニターサイン 


E - Ci \ 表示 


白動のにお义 
ストーブがを巧されたを 
モニター サイン 「--〔G 


•曰常の点検•ま入れ （9 〜11ページ参照)を 
してから点火操作をしでください。 
•なおち異常のある場合は、お買い巧めの販 
壳店にご相談ください。 


I 再運転するとぎは I チャイルド□ック 1 ボタ 
ンを3秋!^巧に3 ◎巧しでデジタル表示び 
になつでから再度点乂操作をしで 
ください。 

原因を助り陈ぎ、ス I -ープび十分ちがしで 
から I チャ イルドロック I ボタンを3妙)^巧 
に3◎押しでデジタル表示がにな 
つでから再度点义操作をしでください。 
処置をしでち繰り返しザ動するとさは、い 
つたん[^1スイッチを巧しで 「 tDJ にし、 
販売巧に連絡しでください。 





















国その他の装置 


. ■- ■■ : 

ぶ致 r 巫；邏 ^ 

苗； : お !;' ...... 

: -r 可 五 -‘: rr 

, .. . ■ *. ご • . ■ ■ . ■ . 

* • • • ■•ぃ ■ ■ * ■ 

■ ,• • • . ••… •—• i ぃ一* 

•消乂直を、再点火 巧 巧し 
たとぎ 

A - あ 2 巧固のち巧をでない 
V とな火動をに入らない 

/ •お 12 巧援適後、白動的に点 W 動作を開、 

、炮します。 / 

••.■け*! » « W ■•■•■••い ■•■••一" 

. . • か ■ ■•一 — 》 

■■■ ■ 

• .■—.こ ：，. .-Ml •: 

■いい ■ > い > ■ , . .. 

* 'る-拿 が •を善^ ' i S 

■ぃ ： •: J 二 J •: •一 

■ •■ ••••，• ■ 7ごご^ 

. .. 

«：.：；；；：.： .......二;：..-.—一-， 

■こ；;■二：::：..：こ..二 r ：!.，. 一： 

■■ ■ ■ ■■ぃ 去•，•こ* 

‘7 •、■•••ぃ 、一 . . 

■ ■■ .. 一 ■ 

•巧気管の接続部ぴはすれ 
たとぎ 

•が気管巧け検知巧リード 
おびはすれたり、が綜し 
たとぎ 

A •モこターサイン医 5 ] 表示 
■y - ストーブの運転を厚 it 

•おが気窗および目隔管の接続部に、はすれ- 
ゆるみびないか度認しでください。 

• が気营巧け檢巧用リード線のゆるみまたは、 
はすれ-切れげないか確認しでくださし、。 

•一 

*■*•*••*•.*«* 1 - ... 

■•い—..—' . 1 V»^«, 

.西早.-.一 近路 : 

■◎乾巧び臭巧にお下した 
とさ 

A •モニターサイン医蜀表示 
V •ス!ブの運転を停止 

♦頁萬ほ下の原因を取り除いでから点乂操た 
をしで < ださし、。 

•なおち異巧びある場さは、お夏い巧めの巧 
売店にご相駭ください。 

-. 心.，-..: …- :....こご二:.:.:：： r :... 
-- 一 ■ •.一♦、 ■ •• 

. ••■W •み •• 

.* ♦ 

•• •• .. . 

••い 

•内部配綜のショートによ 
り過巧流げ流れたとぎ 

A - 窜爾ヒューズび切れ、す 
V ベでの運馬を停!]: 

•お買い求めの販売店に修理を巧廣しで<だ 
さい。 

:二...こ：•■二•二:..■产 ... 
こ -. . : . 

■■ .♦い • ■ 

-■ *■-■•8 ■ •••♦■い,"， 

.- . . 

. .. >■，• • マ… •••, 

.. ■ か .. 

■•一 . . 

•対流フアン乃ードやスト 
-ブの前面がふさがった 
とぎ 

•ストーブの前面に障害物 
など力*ちるとさ 

A ■モニターサインに国表示 
y - 自動的にお义 

• 原因を取りおいてから点火操作をしでくだ 
さい。 

■なおち異萬力*ある場含は、お夏いずめの版 
売店にごホ目おください。 


回曰常の点巧•手入れ 


点検、手入れのときの注意 


点巧•ま入れはお乂を、ポットパーナび冷巧しでから、必す霉源プラグをコン它ントから巧いでおこなつでください。 


厘誦;*»敝巧が饰 HI ： 韻巧》がおに弊も，巧くださ化 


点お、手入れの必要項目、時期、方法 



■商囲の可燃物 （巧巧ごと） 

•因 i 注意 I ストーブの頁囲は、常に S 巧 •» 巧し、病え 
やすレちのを置かないでください。 

■ほこり•ちれ （巧 用 ごと） 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、巧がしみたりし 
で危巧です。 

ストーブはいつも清潔にしでご使巧ください。 

■巧もれ•巧のたまり•巧のに じみ（使巧ごと> 

•是台*巧タンクに油もれ- '祐のたまりや‘;®のじじみびないか、 
とさどぎ点検しでくださし、。 

洽油の踪にこぼれた巧巧は、よくふきとつでください。 



■ゴム製送巧管の点巧•交換の宜ま （シ-スンの巧め) 
まな Ilf ム巧を巧芭は、屋巧で使巧しないで<ださ 
し、。 屋 かでの 使 巧は 祭 止されでいます。 


•匡ので IT ム製を油管を使巧しでいるとぎは、膨'お、収縮、：ま 
質、変お、ひび割れがないか確認し、夕点のあるときはを 连 
しでください。 

巧換の目まは、3年に一度です。 

■莊タンク（シーズンの巧め、适時） 

•巧タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。拾おのとき、 
点検しで < ださい。 

なタンク内のか巧き及び巧除は、巧タンクな属の取扱說巧ま 
にがっでおこなっでください。 

■制巧茵の接爲部のゆるみ及びトップの固園谓じ1◎程度) 

•おが気筒及び、トップの同国に障害物び置いでないか、と串 
どさ点検しでください。 ’ 

•給が気窗がつまりますと、不完を燃焼をおこします。シ^ズ 
ン巧めには必す点検し、くちび案をつくったり異物が入った 
りしでいるとぎは、必す掃除しでください。 

•おが気茵及び、が気管の接続部がはすれたり、が気管巧け巧 
巧巧リード線がはずれたり、脚線しでいないか点検しでくだ 
さい。 


























洽巧 巧田 


( P 40 4谨 D ) 


Q メスォスエルボ • 給が気筒を一度取りはす 
しで、再び取0巧けると 
言、が気管の接続部内部 
にはめこんである ou ン 
グび破損しでいなし、かお 
( P 40 4 種 □) かめでください。 



玻眉しでいた な J 
さい。 


; 5;，バぃもけもけ*もいもミ**#まをまを 

ミ i ミミミミミ iHuzii ： ; a U ;- ぶが城 s ? l 霎转转 


■定巧面器のストレーナの掃除（适時） 

•定ミ由面器には、ごみを席くためのストレーナびついでいます。 
がやごみがたまると、巧油の流れを巧げで、十分な义力び出 
なくなります。 

巧のよラに掃除しでください。 

1. ミ由タンクの送なパルブを聞じ 
でください。 

2 . ストーブのち測板ふたを止め 
ているねじ（*1本)をはずし、 

ち測板ふたを取りはすしでく 
ださい。 

定油面器びみえでぎます。 

3 . ストレーナの掃除□じ荷ホしな 
どの層おを差しこんで、ミ由ガ 
イドを巧り、その下に容器を 
置いでストレーナの止めねじ 
をゆるめではすしでください。 
を巧画おのちれた巧なやごみ 
び全部おれがます。 

4 •ストレーナを巧り化しで、き 
れいなの巧の中でずすぎ巧い 
をしでください。 

(化で洗わないでください。） 


觀巧‘巧も占 g が::’山:な;加ぶ挪柳:班お淵猫な猫なミだ 

'擊瞩'■诚ミミ 
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■ポッ トバーナの掃除 （爸時） 

ごミ主意1掃除は、ストーブを消义させ巧分巧がしでか 


上面巧 


ら、おこなっでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれがあります。 

■ ポットバーナじすすびつしで炎のおび不揃いになったときや、 
ポットバーナの爲にすすやカスがたまりすぎで着义びおそく 
なったとぎは、なのよラにしですすをおり除いで<ださい。 

1•前面方ードと上面ガードをはすし 
ます。 

2. 上面板の左ろ各2本のねじと、後 
側3本(両端と真ん中)のねじを は 
すし化お巧といっしょに上に引ぎ 
あげではすします。 

3. 上面板遍熱おの4本のねじをはす 
し、上に引きあげではすします。 

4 . 燃焼窗ふた巧えの 2 本のねじをは 
すし、取りはすします。 

5. 燃焼商ふたをはすしでください。 

6. スケルトンをガラス円筒にあでな 
いよラにしで、取りは すしでくだ 
さい。 

7.燃焼リンヴを左へ回しでから、フレームロツドに竺でない 
ようじ ミ 主意しで上へ弓!きあけで取りはすしでください。 



姑おリング 


8 .点义ヒータ、点义ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧 
部のすすをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふき 
とつでくださし、。 


巧馬商ふた 



9 .組みなでの隱、燃焼リンブは 
左图のよラに正しく確実に巧 
りなけでください。 



¥长^{■を’ 


纖 を凑蕉«»帯齡 Si » が 

a t 脚て巧娜牌夕 

を化*•'"•いい,,■い 

觀おおじ拭!识 


■反おお-ガラス円筒の掃除（適時） 

• I ごミ主意 I 掃除は、ストーブを消火させ巧分ち却しでか 
ら、おこなつでください。 

おいがおでおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

♦反おがおよび方ラス円筒じほこりがたまりますと、反射効を 
が层くなるばかりでなく危険ですので、巧の要領で適時掃除 
をしでほこりをおり除いでくださし、。 



前面 ガー ドのたツト 


1. 前面ガードをち測の固をばね 
(2 慨)からはすしを測にまわ 
しでくださし、。 

2 . ガラス内茵を割らないよラに 
ま意しで、巧おおなどでの部 
のほこりをきれいに巧巧しで 
ください。 

3 . やわらかい巧などで、反射巧 
およびガラス円巧をきれいに 
ふいでください。 

4 . 巧おがおねりましたら、ちと 
どおりに■じ、シトしでください。 

3良お诚禪お蝴が! 

■がけ,户ド巧けい•■い . 


■ガラス円筒内部の掃除（適時） 

*11 ごま意 I 掃巧は、ストーブを消火させ巧分を却しでか 
ら、おこなつでください。 

巧いが態でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

♦ 長期間の使巧や、ミおだまりによる大燃焼のをにはガラス円窗 
かすすけることびあります。 

ガラス円筒びすすけでおび見えにくくなつたときは、10ペー 
ジ r ポットパーナの掃除 J の頂にしたびい、スクルトンをは 
ずしでガラス円筒を掃除しでくださし、。 



機曠隱辩 

，*#.み**イいい g きをいミきろ！： jj 


mtnm 


匯フレーム□ッド(燃焼制御装置)の点検（道時） 

•フレーム□ッドの先端にすすか’巧着したり、つレーム□ッド 
び変おすると、誤作動の原国になります。 

すすの巧着やフレーム□ッドの変形がある場さは、必すお買 
し、ずめの販売店に点検-交換を依頼しでください。 
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I 点义ヒータ•点义ネット•ノズ Jl /0 点巧（シースンの巧め） 

♦点火ヒータや点火ネットにすすび巧着しますと、赤栽び巧下 
したり、巧のひろびりび惡<なり、着义不良の原因になりま 
す。 

• ノ X )レの巧琉にすすび巧着しますと、異巧燃说になったり、 
着乂不良や消义時聞び長くなる原因になります。 


■対流フアンガードの巧な （1 ち間に1度） 

■対流フアン万ードにほこりびたまると、音び大きくなっで适 
風量びみなくなり、暖房お力びほ下すると同時に、ストーブ 
巧の温度ヴ異常に窝くなって、遇熱陌止装置または安をサー 
'スタび作動するちをびあります。 

• 1遅間に1度は、巧のま順にしたびつで巧流フアン巧ードの 
巧除をしでください。 



巧流フアン方ード 


1.通 乾を傳止し、巧济 
フアンび止まつでい 
ることをお認しでぐ 
ださい。 

2•巧除おなどでガード 
じついたほこ0巧助 
り除いでください。 


整でく..だか、 ..tl 


■地震などの災をび発をしたときの点巧についで 

•地巧などのが害び発ちし、ストーブに振動やあおび加ねつた 
とさは.巧お前に必す巧の点検をおこなっでください。 

〇おが気窗まわりのはすれ、ちれの確認 
0 巧巧配管からのちれの確認 

なおでち巧び見つかったなさは、お買い求めの販売店に樓理 
を依巧しでください。 


回定期点巧 


長期間ご®用になりますと、ストーブの点検が必爱です， 

2シースンに1回程度、シープンお3をなどじ点巧を実施しでください。なおのご相談は、お夏いあげ店または修理資格 
善 C ( が）曰本石巧燃巧巧お保守協舍 (TE し 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講留含慘3蓄（记巧が器巧術舊理±)など〕 
のいる店までお問いをわせください。 


巧障 • 異常の見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象はが厦ではありません。 

• 修理を巧おされる前にちラー度おおかめください。 



ま 


-こ.み..も ♦. 繫 

_… — . - 



巧めで使用するとぎ、煙やじおいびでる。 

硫熱室料やほこりが焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点火しない。 

予熱点火方すのため予熱時間び3分程度必要です。 

(テ熱時間は室涵によりぎか変化します。） 

燃焼閲始時や消火をに「ピチピチ」といラ音力* 
する。 

本巧の部ヴ熱により膨張、収縮するためです。 

I 

点火時にボンと音びする。 

点火するときに発をするま乂音で、異常ではありません。 

青炎の中(こ黄をい炎(ホ火)び混じる。 

異をではありません。 

,I 

お排気筒の巧錄から連続的に白煙び出る。 

巧気温び巧くなると、排気刃ス中に含まれでいる水おび凝結し 
で水巧気になるためで、異萬燃焼による白煙ではありません。 

紅油ぎれの際、一瞬おび大きくなつで消义する。 

異常ではありません。 
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■使南中に冥常か’ありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしいと苦は、お買いおめの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご連絡ください。 ※設定温度表示にモニターサインか’表示されます。 
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■部品交換のとさの注意 


主意 I 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要の巧をには、お貢い巧めの販売店または、修理資 
巧ち[(な）曰本6巧燃お機器な巧協含でおこなラ巧が営巧讀資舍修了者 (6 巧機器技術宦理±)など]のいる巧巧店にご巧 
談 ください。 

部品交巧は コ□ナ巧正な品 とご指定 < ださい。 


.?!= 這鹽麵觸鑽 


害さむき妻妻.享！; ; ; ; I ^ :けい養 M . を*;; ■ ; n n J M き.も！- 


I か1,111«|| 

mm 

: •I'Mi.M り I 


旧保管（長期間使用しない場合） 

設置したままで保管ずる積合や、しまわれると言は、曰常の点検’ま入れの頂を参照し、巧の藍領で保管しでください。 

1. 巧源プラヴをコンじントから巧いでください。 

• 证 ま意1 設 ffi したままで保居する巧さち必す、 巧 源プラグは巧いでください。 

2. 巧タンクの打巧はすべで出しでください。 

♦かに水巧やごみを残したままにしでおきますと、巧タンクび腐貪する原因になります。 

3. 定油面器の中のの巧を抜いでください。 

4. 対流フアンガードのほこりを掃巧磯などで取りおいでください。 

5 . 前パネルをはすしで、巧陈機などでの部のほこりを取り除いてください。 

6. 壺装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしてください。 

ii 副-懸'摧 iKiSI 媛韶呈紐 S 麵餐 ® 湯顯凌親 h 1 置 OMP P 函緋扇 P 0 ! i 

おも额霞鬻駕疆お lifpiiiiifj ： 先規おおきおを資おお i お i : S % ぶ？; f ぶ'ぶ！'相 n 。 ぶ!识 U 。ム! J S 0 n たぷ '! お i お 
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W | 


ポット巧’屋内用-強制括が巧お-强勒巧流お 


_巧ち巧义武_ 

口巧。旧1 g 口巧） 


0.618 L/h 


0.198 L/h 


22.890 kJ/h お巧を86.0% 


_7,330 kJ/h _お巧1 宰83.8〇/〇 _ 

5.47kW 

_ 1.71kW _ 

86.0% (目盈乂のとさ） 


83.8% (目函微かのとき） 


_木造23.0が (14S) まで_コンクリート 31.5nf(19 屋）まで_ 
木造23.0が (14 昼）までコンクリート38.0 rrf(23H) まで 


_お巧356咖 （S 台をまむ）_ 

8.5 均 


_ 100V _50/60Hz 一 

な义時 340/340W -お大麻お時 42/42W • 最小が巧時 24/25W 
S 大目00 /600W (点义巧巧に巧時聞ちま） 


有さ600 


•門^. 

_ 

mmMMs 

OHOPTfS 

poaagaB 

PSSKKI 


260でな下 


5A •lOA 


巧 R 白勧お义装宙-な义受ま巧■’燃焼剧御装《 ’巧 g 黄を装置’遇稱防止裝篇 

巧な乂受を袋 S • 週 g 巧巧止装置’巧気营なけち巧装 ■• 

燃焼南送面な黃含おお装祖-巧をサーさスタ 


遥教巧1個、括排気筒它ツト1姐、本な:面定ま夏2旧、 
3ム S ま巧居捕なバンド2個、スリーフ ■MU 


《擁巧適室は、な固を人-日本ガス面巧な南エ饋爸の*ち含華によります。 

田アフターヴービス 

■保証につし、て 

•このコ□ナ石巧ストーブには保証害びついでいまず。 

な証含は、必す「お頁いあげ日.嚴売店さ J などのお;\をお提力ぶ)のラえ、販巧店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大 
のに保管しでくださし、。 

参保郭期間は、お買いあげいただいた曰から1を商です。 

参巧のよラな原因によるな障および、事がじつきましでは、保化のなまになりませんのでま恵しでください。（詩しくは保班害をお読みください。） 
■蜜質なみや不巧灯'; ffi など、またな巧ががの燃料使用じよるな唐や事が 
■誤つた使巧ちるによる巧苗や事な 



■修理を依頼されるとをについて 

参「巧降-異常の見分けちと化竜方法 J (11 ’12ページ）の頂にしたびつでお韵ベく 
ださい。直らないとぎは、ご使用を中止し、必すをおプラグを巧いでから、お再い 
あげの废売店にご連裕ください。 

参ご連海いただきたい内容は巧の通りです。 

①品ち⑤おすの呼び③お S いちけ日④故廣のが'巧（出来るだけ具体的に〉 
参侵理に踪しましては、保! E 害をご提示ください。保証まの規まにしたびつで.販売 
店ヴ修理させでいただきまず。 

•保証期間が週ぎでいるときは、麽巧ずれば使用できる巧さには、ご巧望じより育料 
で修理させでいただぎます。 

参ご不明な点や修理におするご巧該は、お頁いあけの巧壳店または、この取おお明» 
の実表紙に記載されている「お客様ご巧おお□」にお巧いさわせください。 

♦修理料金は、巧術料-部品げ-化おおなどで巧成されています。 
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据えがけ•移設 


据え付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


提え巧けや移設工事は販売店または捂そがけ業者に巧頼し、お客様ご負身ではおこなわないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え巧けについでは、义がテ防条例、電気設備に関する巧術薑華などるちの薑華びあります。工事說巧書（工事編）の「特にを意 
しでいただきたいこと(ちをのために必すお守りください) J をお読みになり、販売店交は据え巧け業客とよくご相談しでください。 
また' 「標準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


標準据え巧け例 


ストーブの据え巧けは、下図を満足させる位置に取付けでください。 




嫁す巧紙％ 


離煎 g 1猫’1 


錫巧燃獻通巧巧锭《雛 


6化 m 
社 

巧気 I I 

A g 茵 


— W m T * 

( 巧 巧巧 cm ' 45 CT 1 
20 crr 巧 巧な上 i だ上 

む i : な な^一一 A * 一一 ► 


•側ち嬉害物は、両側じあってもよいび給が気 
筒と障害物、可燃物との距離は 45 饥 U (上とっ 
てください。 

• 前ちじ厮や建物がある場合は給が気筒先端と 
前ち障害物とのお離は6日饥が上離し、かつ上 
ちおよび両側ちに気流を阻止する障害物びな 
いよラにしでくださし、。 

• おが気筒下面は地面から 20cm な上雖すよラに 
しでください。なお積雪地域では、給が気筒 
先端が雪でふさびるおそれのない富さを確保 
しでください。 


巧娩な溃肤^數黃骑(||1|^担1«.なが^^識讀な賴なが1<^^|}^^辜 
巧お!觸褲が嚇®絲括 P がだぎ巧 hr .; パ; 
rt 露!《義讀货 f | ホ!お、銭費は4络绿段おむじ运お章 
汚爲衞.油：^耗新 .1 貝ザ雇述 fctU 担!:お若烹裳爸も。 i 。 * Ji 5! 


:is!KSKW5|1i 


5 S » SStS «5!! 


:.括!替霞^狂ちに1 矣簽ぷ云ス索な、 t 口がお赛 m り;、; 
is 難挺篇絕藥嘻赛ぶ巧愛場廳に lisi 峨 ft 銭わ ' 
^1^；菊去。.适#«#^黯賴^?援じ》诚缉講翼轉が' 

指5摄寒むむだだ違お4: U ::。じ':。言*，■い U ^ U n ; 

重夕穀安耗卷おが為、1駕抑在 WS だおる*觀 fM \ 
i 述-谦旨離さ每輪麵轉ががぜ身もゎ 


給排気筒を延長ずる場をの注意 積雪地区におけるを意 


給が気筒を延長する場ちは、 3 m 3 巧びりむ下で取巧け 浸雪の多い 巧ち では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよう 

られる場所を選定しでください。 な取巧場 巧を選定しでください。また、風びよどむよラな場巧で 

1 、， ■ 一* __ は、排方ス を再度吸い逆んで不完を燃焼を起こすことびあります。 

据ス付け後の確認 

据え巧けか‘終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の r 特に注意しでいただ言たいこと（ミ全のために必ずお守りく 
ださい)」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え巧けられでいるかどラかを確認しでください。 


試運乾 

11.1111,1 1,11 »||,rmniM«a——I" II .FT. IllH■ ■ 

廚達転は販売店またはおそ巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 


■運転準備 

* [^を意1 電源フラヴをコンたントに巧の根元までお実に是しこんでください。(デジタル表示が r -- 。い 
•をヤイルド□ッさ]ボタンを 3 砂お内に 3 回巧してください。(デジタル表示び巳ち三]) 

♦ミをタンクにお液し、送油経路の空気抜きをしでください。•送巧経路やス!ブよりミ由ちれがないか確認しでください。 
•定ミ由面器リ它ツトボタンをじツトしでください。 •タイ7—運転になつでいないことを確認しでください。 

■運乾 

巧タンクの送油バルブを開し、でください。 ■消乂のま順 


■■ 


( スイッチを巧して r 切 J にしてください。 

(運乾ランプ消な） 


.っま坛入/阳 

'咬^ 

1 

燃焼室び冷 卸ずると自動的に 
燃焼用-対流 巧 送風機び 止ま 

0、 デジタル表示部び現在時 
刻表示になりまず。 


n^m 


义力調節つまみを r 微少」〜 r 大 J に設定し、手動是輯が 
でをることをお認してぐださい。 


議隱誦麗画誦謂 
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